
第5回くずまきの森かいぎをどうしていく？

12月20日（月）
19:00～21:00
葛巻地区ふるさとセンター・公民館

 新潟県地域づくり活動スタートアップ支援事業

コーディネート

和田一良（理事、新潟県立大学非常勤講師）
渡邉　彩（理事、新潟中央短期大学講師）

主催：葛巻地区まちづくり協議会　子ども育成部会

18:40 受付開始

19:00 「くずまきの森かいぎ」をふりかえる　進行：NPO法人まちづくり学校
 「くずまきの森かいぎ」をやってきた意味・効果とチーム編成について

19:15 次年度を含め今後の「くずまきの森かいぎ」について　進行：子ども育成部会
 くずまきの森かいぎを続けていくかどうかをみなさんから伺いたい。
 葛巻地区まちづくり協議会の事務局とチーム世話人で一緒に運営していくイメージを持っている。
 3月までに数回行う準備もあるが、第５回で終了という選択肢もある。
 
19:20 ①くずまきの森『声』のフリマ「私は、こう進めていきたいとぼんやり思っている」　３人～４人
　
19:40 ②二人ペアを組んで「こう進めていきたい」をディスカッション
19:50 ③グループで「こう進めていきたい」をディスカッション　
20:10 話合いの内容を発表・全体共有　＠３分×５グループ

20:30 話合い内容のふりかえりと　一人ひとりの感想で締めくくり　進行：NPO法人まちづくり学校

20:50 チェックアウト
 ふりかえりシート記入

くずまきの森かいぎ
子育て世代のまちづくりのあれこれをおしゃべりしながら
あれこれ大作戦を考える



くずまきの森かいぎ
 新潟県地域づくり活動スタートアップ支援事業

子育て世代のまちづくりのあれこれをおしゃべりしながら
あれこれ大作戦を考える

資料

方針リスト

●楽しみ、学び、お金（価値）を循環させる。

●ゆっくり動く。急ぎすぎず、ぼちぼちを目標にする。

●三方良し、主催者良し・参加者良し・世間良しを実現する。

●くずまきの地域資源を活用する。

●子どもたちとの時間を大切にする。

●お年寄りなど地域の人たちとの関わりを大切にする。

●ひとりの熱意を応援し、みんなのものに育て上げる。

●子どもたちが直面する未来の課題を解決する。

●地域の困りごとを解決する。

●0歳から15歳が参加できるものに挑戦する。

●パパ、ママケアの場をつくり、孤育てを減らし、子育て環境を高める。

●まずはやってみる。

●その他

語り合う場のルール例

1. 全員が発言できて、意見が多く出せるように、一人が長く話しすぎない。

2. 他の人の発言には耳を傾け、否定や批判はせず、まずは受けとめる。

3. 一人ひとりが発言するだけではなく、どんどん重ねて話し合う。

4. メンバーが協力し合い、それぞれの良さを引き出し、人間の森づくりをめざす


